
○各取組項目におけるスケジュール（狩野川水防災協議会）(1)

　事　　項 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

具体的取組 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

毎年出水期
前

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★  　　  ★ ★　　★ ★　　★ ★　　★

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

進捗

○

⑥住民の避難行動に直接結びつく避難勧告
等の発令基準の見直し

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○○

⑤水害対応チェックリストの作成 H28年度 ○ ○ ○

○ ○

④台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（時
系列の防災行動計画）の策定と更新

H28年度 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

活
用

○

③想定最大外力を対象とした洪水浸水想定
区域図を基にした洪水ハザードマップの策定・
周知
【水防法第十五条第三項】

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○

②想定最大外力を対象とした氾濫シミュレー
ションの公表

H28年度
活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

①想定最大外力を対象とした洪水浸水想定
区域図の策定・公表
【水防法第十四条】

H28年度から
活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

○

○ ○ ○

２．避難行動の確実化に向けた迅速かつ的確な情報提供を行うための取り組み

○ ○ ○ ○

③狩野川放水路の役割について、地域住民
の理解を深める活動の推進

引き続き実施 ○ ○ ○ ○

②効果的な「水防災意識社会」再構築に役立
つ広報や資料の作成

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

１．狩野川台風による水害の記憶を未来へ伝承するとともに、地域住民の防災意識を向上させるための防災・河川環境教育推進の取り組み

（１）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

①小中学校における防災・河川環境教育を実
施

H29年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

具体的な取組の柱

目標時期

実施する機関

協議会開催

備考沼
津
市

三
島
市

伊
豆
市

伊
豆
の

国
市

函
南
町

清
水
町

長
泉
町

静
岡
県

国

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

第1回協議会（5月27日） 第2回協議会（6月5日） 第3回協議会（●月●日） 第4回協議会（●月●日） 第5回協議会（●月●日） 

日程調整 

開催日決定 

日程調整 

開催日決定 

日程調整 

開催日決定 

沼津市、伊豆市、伊豆の国市の3市で試行授業実施（10/11～14沼津市立第三

小学校、9/29～10/13伊豆市熊坂小学校、10/3～7伊豆の国市長岡南小学校） 

実施機関全てで狩野川台風の記憶をつなぐ会幹事会を開催 

全ての実施機関でフォローアップ～広報 全ての実施機関でフォローアップ～広報 全ての実施機関でフォローアップ～広報 全ての実施機関でフォローアップ～広報 

教材（防災・河川環境 

教育実践ガイド完成 
教材（防災・河川環境教育 

実践ガイド（狩野川流域4市3町版）完成 

三島、函南、清水、長泉の 

4市町で試行授業実施 

公表 

全ての実施機関（県除く）で適宜更新 全ての実施機関（県除く）で適宜更新 全ての実施機関（県除く）で適宜更新 全ての実施機関（県除く）で適宜更新 

H29.1末時点 

完 

完 

全ての実施機関で適宜開催 全ての実施機関で適宜開催 全ての実施機関で適宜開催 全ての実施機関で適宜開催 

各機関のHP等で広報 

直轄区間（国管理区間）の策定・公表 

直轄区間（国管理区間）の策定 

実施機関全てでタイムライン策定 

実施機関全てでチェックリスト策定 

全ての実施機関でフォローアップ～広報 

全ての実施機関で適宜開催 

・・・実施計画 ・・・実施済 

12/15公表 

狩野川放水路の現地見学会、出前講座等を開催 

■放水路見学：5/19長岡中学校、6/15～16大仁小学校、6/22長岡南小学校、9/1,9/16,9/20加藤学園、10/5沼津第三小学校、10/18静浦小

中一貫校、10/26大仁北小学校、10/28長岡北小学校、11/1清水町立南中学校、12/2熊坂小学校 計498人 

■防災出前講座：6/29大平小学校 

完 

完 

策定完了 

策定完了 

避難先の見直し調整～ハザードマップの策定 説明配布 沼津市 

ハザードマップの策定 適宜提供・周知 適宜提供・周知 適宜提供・周知 全戸配布 清水町 

H27年度作成済 随時更新 沼津市 

町の発令基準・住民に求める行動について策定済み  清水町 

三島市 

伊豆市 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

2/15住民説明会実施  長泉町 

ハザードマップの策定 長泉町 

全ての実施機関（国、県除く）で適宜更新 全ての実施機関（国、県除く）で適宜更新 全ての実施機関（国、県除く）で適宜更新 全ての実施機関（国、県除く）で適宜更新 

全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 

ハザードマップの策定 

直轄区間（国管理区間）の策定・公表 

防災・河川環境教育実践ガイドを適宜更新 狩野川流域の小中学校での活用を目標に活動 

作成済 随時更新 長泉町 

三島市 H26年度作成済 随時更新 

ハザードマップの策定  全戸配布 伊豆の国市 

H27年度作成済 随時更新 伊豆の国市 

全戸配布 

直轄区間（国管理区間）の策定 

ハザードマップの作成 配布 函南町 

H27年度改訂済み 函南町 

資料３ 参考資料２ 

避難エリア、避難場所、避難ルートの検討 大場川の浸水想定区域を勘案したハザードマップの作成 

完 公表 



○各取組項目におけるスケジュール（狩野川水防災協議会）(2)

　事　　項 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

具体的取組 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

進捗

具体的な取組の柱

目標時期

実施する機関

備考沼
津
市

三
島
市

伊
豆
市

伊
豆
の

国
市

函
南
町

清
水
町

長
泉
町

静
岡
県

国

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

H29.1末時点 

・・・実施計画 ・・・実施済 資料３ 参考資料２ 

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

○ ○ ○ ○

３．洪水氾濫による被害軽減のための水防活動・排水活動等の取り組み

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

①水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓
練を実施
【水防法第三十二条の二】

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
⑫住民の避難行動を促すため、スマートフォ
ンを活用したリアルタイム情報の提供やプッ
シュ型情報の発信

引き続き実施
（県）
H28年度から
（国）

活
用

活
用

活
用

活
用

活
用

○

○ ○ ○ ○ ○○

⑪気象庁ＨＰにて、気象情報の「危険度の色
分け」や「警報級の現象の可能性」を分かりや
すく情報提供

H29年度から
活
用

活
用

活
用

⑩情報伝達手段の多元化、通信機器の更新
により、確実かつ迅速な情報の提供と地域住
民に避難の切迫性が確実に伝わる情報を提
供

H28年度から ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○○

⑨テレビやラジオ等マスコミを活用した情報発
信

引き続き実施 ○ ○ ○

⑧情報伝達の相手先・手段・内容等を確認す
るための洪水対応演習を実施

引き続き実施 ○ ○ ○

⑦要配慮者施設における避難計画の策定及
び訓練の促進
【水防法第十五条の三】

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5/20 洪水対応演習開催 

5月沼津河川国道事務所  

洪水対応演習開催予定 

5月沼津河川国道事務所  

洪水対応演習開催予定 

5月沼津河川国道事務所  

洪水対応演習開催予定 

プッシュ型情報発信 

12/22 清水町、沼津河川国道事務所が要配慮者施設避難訓練開催 

全ての実施機関で適宜提供 全ての実施機関で適宜提供 全ての実施機関で適宜提供 全ての実施機関で適宜提供 

スマートフォンを活用したリアルタイム情報の提供 

5月～ 気象庁 防災情報提供システムによる試行的な提供 7月上旬～  気象庁ホームページによる提供 

要配慮者施設抽出済 沼津市 

6/3 浸水想定区域要配慮者施設（幼稚園・保育所）避難訓練  清水町 

奇数月の第３水曜日に自主防災会、小中学校、福祉施設等との通信訓練（移動系行政無線）を実施予定（清水町） 

避難勧告等の発令時にはＦＵＪＩＳＡＮシステム・災害応援協定先ラジオ局等により情報を発信（清水町） 

清水町 

清水町 

奇数月第３水曜日に自主防災会等と通信訓練実施 清水町 

12/4 訓練・ エリアメール         清水町 

12/4 函南町情報伝達訓練 

6/5 8/28 

5/18 Ｌアラート全国総合訓練訓練参加 

函南町 

長泉町、函南町 

          FUJISANシステムを利用した情報発信                                                                           沼津市 

FUJISANシステムを利用した情報発信 沼津市 

自主防災会・小中学校・福祉施設等に移動系行政無線を配備 清水町 

5/20 自主防会長携帯電話番号・メールアドレス収集 緊急連絡先確認 

６月～ 同報無線デジタル化工事 函南町 

6月8日～ 試行的な提供開始 

プッシュ型情報の適宜発信 

市町の避難勧告等の情報を FUJISAN から緊急速報メールを利用して住民に提供 

水防訓練で避難情報伝達訓練実施  三島市 水防訓練で避難情報伝達訓練実施  三島市 水防訓練で避難情報伝達訓練実施  三島市 水防訓練で避難情報伝達訓練実施  三島市 

6/6 水防訓練で避難情報伝達訓練実施  三島市 

避難情報伝達訓練実施 三島市 避難情報伝達訓練実施 三島市 避難情報伝達訓練実施 三島市 

6/5避難情報伝達訓練実施 三島市 

12/12 災害時広報マニュアル作成 三島市 

伊豆市 

5/20 修善寺方面隊水防訓練の際、広報活動実施 伊豆市 

災害時、エリアメールを通じた、必要な情報の配信。スマートフォン版静岡県土木総合防災情報システムによる情報提供 沼津土木 

函南町 

函南町 

清水町 

気象庁 

気象庁 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 国（沼津河国） 

要配慮者施設に対して避難路の確認  長泉町 

全ての実施機関で適宜提供 

5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 

適宜発信 適宜発信 適宜発信 適宜発信 

全ての実施機関で適宜発信 全ての実施機関で適宜発信 全ての実施機関で適宜発信 全ての実施機関で適宜発信 全ての実施機関で適宜発信 

全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 

全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 全ての実施機関（国、県除く）で適宜実施 

同報無線デジタル化検討 沼津市 

要配慮者施設避難訓練実施 清水町 清水町 要配慮者施設避難訓練実施 清水町 要配慮者施設避難訓練実施 清水町 要配慮者施設避難訓練実施 

同報無線デジタル化工事 長泉町 

三島市 浸水想定区域の住民の連絡票作成 

市町の避難勧告等の発令情報を FUJISAN からLアラートを経由しテレビ局等へ提供 

静岡県（東部危機管理） 市町の避難勧告等の情報を FUJISANを利用することで、テレビ、携帯電話など複数のツールに提供 

5/29 修善寺方面多水防訓練 演習開催 

9/4伊豆市情報伝達訓練 

12/4 伊豆市情報伝達訓練 

伊豆市 

伊豆市 

伊豆市 

避難計画策定促進 

エリアメール及びスマートフォン版静岡県土木総合防災情報システムによる情報提供 

10/30   福祉避難所避難訓練  函南町 

5/20 函南町 自主防会長携帯電話番号・メールアドレス収集 緊急連絡先確認 函南町 

静岡県（東部危機管

静岡県（東部危機管理） 

静岡県（沼津土木） 

静岡県（東部危機管理） 

4/25 洪水対応演習開催 国（沼津河国） 

函南町 5/25 Ｌアラート全国総合訓練参加 

4/27 函南町 自主防会長携帯電話番号・メールアドレス収集 緊急連絡先確認 函南町 

三島市 5/23避難情報伝達訓練実施 

5月17日～ 「警報級の可能性」、「危険度を色分けした時系列」の提供開始 



○各取組項目におけるスケジュール（狩野川水防災協議会）(3)

　事　　項 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

具体的取組 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

進捗

具体的な取組の柱

目標時期

実施する機関

備考沼
津
市

三
島
市

伊
豆
市

伊
豆
の

国
市

函
南
町

清
水
町

長
泉
町

静
岡
県

国

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

H29.1末時点 

・・・実施計画 ・・・実施済 資料３ 参考資料２ 

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

（２）一刻も早い生活再建や社会経済活動の回復を可能とするための排水活動に関する事項

○ ○ ○ ○ ○

○

⑨災害拠点病院・大規模工場等へ浸水リスク
の説明と水害対策等の啓蒙活動を行う

H28年度から ○ ○ ○

⑧防災ステーションを設置し、緊急時の水防
備蓄資材を確保

H29年度

活
用

活
用

活
用

活
用

○

○ ○ ○ ○○

⑦水防団の円滑な水防活動を支援するため、
簡易水位計や量水標等の設置

引き続き実施
活
用

活
用

活
用

⑥水防団の高齢化が進んでおり、若年層の入
団促進のための広報を実施

引き続き実施 ○ ○ ○

○ ○

⑤水防団団員に対しての教育・訓練（水防工
法の伝承、安全教育など）を実施

引き続き実施 ○ ○ ○

④毎年、水防団や地域住民が参加し、水害リ
スクの高い箇所の共同点検を実施

引き続き実施 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○○

③迅速かつ的確な水防活動のための河川管
理者と水防団の意見交換を実施

引き続き実施 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

②毎年、関係機関が連携した実働水防訓練を
実施
【水防法第三十二条の二】

引き続き実施 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

①水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓
練を実施
【水防法第三十二条の二】

引き続き実施 ○ ○ ○ ○ ○

5/29,6/9,6/10全ての実施機関で開催 

防災ステーション工事 

簡易水位計・量水標の保守・点検 

11/2全ての実施機関で開催 

3/17全ての実施機関で開催 

完 

適宜設置 適宜設置 適宜設置 適宜設置 

全ての実施機関（県除く）で適宜実施 

適宜設置 

防災ステーション工事 

6/9,6/10全ての実施機関で開催 

1/18全ての実施機関で開催 

無線を活用した連絡体制の整備 沼津市 

6/3水防・土砂災害訓練で消防団と通信訓練を実施 清水町 

      日常的に連絡体制構築済み 函南町 

3月 消防タイムス発行 3月 消防タイムス発行 3月 消防タイムス発行 清水町 

11月～ 函南町広報紙作成消防団入団促進 

のための広報実施 
函南町 

対象施設の抽出中 

対象施設の抽出し、施設管理者と協議 沼津市 

沼津市 

適宜開催 適宜開催 適宜開催 適宜開催 清水町 

清水町 清水町 

清水町 

11/13消防フェスタ  

1/8成人式  

伊豆の国市 

伊豆の国市 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

5月～6月全ての実施機関で開催 

5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 

5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 

5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 

5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 5月～6月全ての実施機関で開催 

5月～6月全ての実施機関で開催 

全ての実施機関（県除く）で適宜実施 全ての実施機関（県除く）で適宜実施 全ての実施機関（県除く）で適宜実施 全ての実施機関（県除く）で適宜実施 

全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 全ての実施機関で適宜実施 

5月～6月全ての実施機関で開催 

5/29流域水防演習 

6/3水防・土砂災害訓練 清水町 

1/22水防工法合同訓練実施 沼津市、清水町、長泉町、函南町、静岡県、国（沼津河国） 

伊豆市、伊豆の国市、静岡県、国（沼津河国） 1/29水防工法合同訓練実施 

10/16 水防工法訓練 

5/21水防工法訓練 伊豆の国市 

函南町 6/26水防工法訓練 

ホームページ・広報誌により募集 沼津市 

3月 消防タイムス発行 清水町 

1/8成人式 長泉町 

三島市 5/18水防工法訓練 

9/4 12/4防災訓練で消防団との通信訓練実施（毎年実施）  伊豆の国市 

1/29水防工法訓練  伊豆の国市 

5/29 修善寺方面多水防訓訓練時に実施 伊豆市 

5/29伊豆市水防訓練  伊豆市 

11/24 水防工法訓練 

長泉町 6/5 土砂災害訓練 

5/29流域水防演習 

6/3水防・土砂災害訓練 清水町 

1/22水防工法合同訓練実施 沼津市、清水町、長泉町、函南町、静岡県、国（沼津河国） 

伊豆市、伊豆の国市、静岡県、国（沼津河国） 

10/16 水防工法訓練 

5/21水防工法訓練 伊豆の国市 

函南町 6/26水防工法訓練 

三島市 5/18水防工法訓練 

1/29水防工法訓練  伊豆の国市 

5/29伊豆市水防訓練  伊豆市 

11/24 水防工法訓練 

長泉町 6/5 土砂災害訓練 

5/14  狩野川連合総合水防演習 

5/21水防工法訓練  

5/21水防工法訓練  

三島市 6/6 水防訓練時に実施 

5/8水防工法訓練 

広報誌掲載 4/19、20大学生への入団促進 三島市 

3月 消防タイムス発行 清水町 

1/29水防工法合同訓練実施 



○各取組項目におけるスケジュール（狩野川水防災協議会）(4)

　事　　項 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

具体的取組 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

進捗

具体的な取組の柱

目標時期

実施する機関

備考沼
津
市

三
島
市

伊
豆
市

伊
豆
の

国
市

函
南
町

清
水
町

長
泉
町

静
岡
県

国

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

H29.1末時点 

・・・実施計画 ・・・実施済 資料３ 参考資料２ 

予定

実績

○ 予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

○ ○ ○ ○ ○

①優先的に対策が必要な河道掘削などの洪
水を河川内に安全に流すためのハード対策
及び天端舗装などの危機管理型ハード対策
の実施

引き続き実施
（ハード対策）
H29年度
（危機管理型
ハード対策）

○

（４）内水被害を軽減するための取り組みに関する事項

①ハード、ソフト面からの総合的な内水対策
の実施

引き続き実施 ○ ○ ○ ○

○ ○

③堤防決壊時の対応（情報伝達、復旧工法、
排水計画の検討など）を演習することを目的
に、堤防決壊シミュレーションを実施

引き続き実施 ○

（３）氾濫した場合でも洪水を安全に流すための施設整備に関する事項

○ ○

②排水ポンプ車出動要請の連絡体制を整備
し、排水計画に基づく排水訓練を実施

H28年度から ○ ○ ○ ○ ○ ○

①氾濫水を迅速に排水するため、排水施設情
報の共有・排水手法等の検討を行い、大規模
水害を想定した狩野川排水計画を作成

H28年度から

沼津河川国道事務所排水計画（案）の作成 

全ての実施機

関で春期開催 

4/24,25 全ての実施機関 

     で訓練開催 

全ての実施機

関で秋期開催 

5月～6月開催 5月～6月開催 5月～6月開催 5月～6月開催 

6/24堤防決壊シミュレーションを実施 

危機管理型ハード対策実施 

完 

完 

9/14,15 全ての実施機関 で訓練開催 

ハード対策実施 

氾濫域に位置する県管理河川の計画緒元等の情報提供 

9/28 狩野川中流域総合的雨水排水対策協議会

ハード対策実施、浸水被害対応検討 

韮山古川河川改修 

韮山高校グラウンドへの貯留施設設置 

宗光寺川・江間川、浸水被害対策の対応検討 

静岡県（沼津土木） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 

国（沼津河国） 国（沼津河国） 

全ての実施機

関で春期開催 

全ての実施機

関で秋期開催 
全ての実施機

関で春期開催 

全ての実施機

関で秋期開催 
全ての実施機

関で春期開催 

全ての実施機

関で秋期開催 

ハード対策実施 

(準)洞川調整池 (一)中島排水機場 ※狩野川中流域アクションプランによる 伊豆の国市 

（準）大平江川河川改修 沼津市 

ポンプ増設・放水路設置工事 函南町 

静岡県（沼津土木） 

静岡県（沼津土木） 


